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医療機器届出番号：13B1X00004000026 

                                 

機械器具 68   印象採得又は咬合採得用器具 

一般医療機器 歯科用顔弓  JMDN 35700000 

ウイップミックス クイックマウント フェイスボウ モデル 8645 
 

 

【形状・構造及び原理等】 
 

[形状] 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

寸法：奥行き 215mm x 横幅 215mm x 高さ 128mm 
 

[材質] 
アルミニウム合金  

 

[原理] 
本品を患者に装着し、上顎弓の相対位置を記録し、これを模型
がセットされた咬合器に装着することにより、実際に近い位置

関係を再現する。 
 

【使用目的又は効果】 

 
顎の位置関係を生体上で記録し、咬合器上に上顎模型を移し換
える。 

 
【使用方法等】 
 

詳細は取扱説明書を参照すること。 
 

[使用方法] 
1.使用前にフェイスボウ・フォークを高圧蒸気（オートクレ
ーブ）で 135℃、8分間滅菌する。 

2.フェイスボウ・フォークの U字部分に印象材またはコンパ
ウンド等を付着させ、口腔内の噛み合わせの記録を採得す
る。 

3.右アーム固定ネジの端に装着されたプラスチックイヤーピ
ースを両側の外耳道に入れる。 

4.フェイスボウ・フォークの柄をホリゾンタルスライドバーに

固定したトッグルに取り付ける。 
5.アップライトスクリューを緩め、ノーズピースシャフトに取
り付けてあるノーズピースを眉間（鼻根部）に当て、位置を

調整しながらアップライトスクリューを締めて固定する。 
6.左右のフェイスボウ・ホリゾンタル・アーム接続部分にあ
るアーム固定ネジを調節し、顆頭間距離を決める。 

7.フェイスボウ前面の S、M または L のマークから顆頭間距離
の近似値を測定できる。 

8.アーム固定ネジを緩め、開口させ、フェイスボウ全体を引き

抜く。 
9.フェイスボウを咬合器に取り付ける。 
10.咬合器の使用方法に従い、作業する。 

 
[使用方法に関連する使用上の注意] 
1.ネジを締めすぎるとネジ山が破損するので、プライヤー等の

工具は使用しないこと。 
2.運搬の際はキャリングケースに入れて保護すること。 
 

 

【保管方法及び有効期間等】 
 

1.傾斜、振動、衝撃（運搬時を含む）等に対する安全状態に注

意すること。 

2.水分、腐食性薬剤及びその蒸気の曝露を避けて、外圧（物

理的負荷）及び汚染を受けないように保管すること。 

 
【保守・点検に係る事項】 
 
1.フェイスボウ・フォークは、高圧蒸気（オートクレーブ）で

135℃、8分間滅菌すること。 
2.イヤーピースはアルコールで拭いて消毒すること。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 
 

製造販売業者 東京歯科産業株式会社 
電話番号          03-3831-0176(代) 

製造業者           ウイップミックス社 
（Whip Mix Corporation） 

国名             アメリカ合衆国 

取扱説明書等を必ずご参照ください。 


